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【
入
賞
者（
特
選
以
外
）】（
敬
称
略
）

■
文
部
科
学
大
臣
賞

▽
石
川
悦
子
（
埼
玉
県
三
芳
町
）

■
仲
田
光
成
記
念
賞

▽
米
本
み
ち
（
山
口
県
岩
国
市
）

〔
市
内
関
係
分
〕

■
兵
庫
県
知
事
賞

▽
黒
田
�
花
（
正
法
寺
）

■
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

▽
井
上
恵
梨
子
（
森
本
中
３
年
）

■
但
馬
文
化
協
会
長
賞

▽
小
山
穂
乃
佳
（
日
高
小
４
年
）

■
豊
岡
市
長
賞

▽
宇
野
安
美
（
竹
野
南
小
４
年
）

▽
高
木
優
衣
（
森
本
中
２
年
）

■
豊
岡
市
議
会
議
長
賞

▽
森
本　

智
（
城
崎
小
２
年
）

▽
栗
田
み
か
（
三
江
小
３
年
）

▽
武
田
美
咲
（
豊
岡
高
３
年
）

■
豊
岡
市
教
育
委
員
会
賞

▽
森
田
大
介
（
五
荘
幼
稚
園
）

▽
青
山
夏
凛
（
五
荘
小
４
年
）

▽
舩
野
結
子
（
三
江
小
５
年
）

▽
神
矢
真
侑
（
森
本
中
１
年
）

▽
広
川
紫
峰
（
下
陰
）

　

日
本
の
か
な
書
道
界
の
重
鎮
、
仲
田
光
成
さ
ん
（
竹
野
町
松
本
出

身
）
の
偉
業
を
記
念
し
、
か
な
書
の
普
及
と
地
域
文
化
の
高
揚
を
願

い
創
設
し
た
「
仲
田
光
成
記
念
第
８
回
豊
岡
竹
野
全
国
か
な
書
展
」

を
、　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
４
日
間
、
竹
野
北
前
館
と
中
竹
野

１１

２１

２４

ふ
る
さ
と
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
国　

都
道
府
県
か
ら
４
、
０
０
１
点
の
作
品
が
寄
せ

２９

ら
れ
、
入
賞
（
特
選
以
上
）
１
１
０
点
と
入
選
２
、
６
１
３
点
を
決

定
し
、
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

日
に
は
、
竹
野
総
合
支
所
で
表

２３

彰
式
を
行
い
、
受
賞
者
に
賞
状
や
記
念
品
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
竹
野
総
合
支
所
総
務
課
�　

－

９
０
７
３

２１

▲入賞と入選作品が並
ぶ（中竹野ふるさと館）

故
郷
の
人
美
し
き
若
葉
か
な 

（
谷
崎
潤
一
郎
） 

仲田光成記念賞 
米本みち 作 

く
わ
の
実
の
木
曽
路
い
づ
れ
ば
穂
麦
か
な 

（
正
岡
子
規
） 

文部科学大臣賞 
石川悦子 作 

　

市
教
育
委
員
会
で

は
、
昨
年　

月
、「
幼

１０

保
対
策
審
議
会
に
諮

問
し
て
い
ま
し
た

「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保

育
所
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、　
１２

月
１
日
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、「
よ
り
良
い
就
学

前
の
教
育
・
保
育
の
推
進
」
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就
学
前

児
童
数
の
実
態
、
保
護
者
・
保
育

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
、
地
域
事
情
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
検
討
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
、
審
議
会
の
答

申
を
尊
重
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
幼
稚

園
と
保
育
所
の
あ
り
方
の
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
答

申
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
会

場
に
お
越
し
い
た
だ
き
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
一
時
保
育　
「
乳
幼
児
が
い
て

参
加
で
き
な
い
」
と
い
う
方
の

た
め
に
、
一
時
保
育
を
実
施
し

ま
す
。
一
時
保
育
を
希
望
の
方

は
、
○Ａ
 

○Ｂ
 

の
場
合
は　

月　

日

１２

１６

（
火
）、○Ｃ
 

の
場
合
は
１
月
６
日

（
火
）ま
で
に
、
こ
ど
も
育
成
課

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど

　

も
企
画
室
�　

－

０
０
５
３

２９

豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方

「
答
申
内
容
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す

【説明会日程】

場所日時

市民会館　４階　大会議室１０：００～１１：３０○Ａ 　　　　　
１２月２０日（土）

日高農村環境改善センター　多目的ホール１３：３０～１５：００

城崎総合支所　２階　大会議室１０：００～１１：３０○Ｂ 　　　　　
１２月２１日（日）

竹野総合支所　２階　大会議室１３：３０～１５：００

但東総合支所　２階　大会議室１０：００～１１：３０○Ｃ 　　　　　
１月１０日（土）

出石農村環境改善センター　多目的ホール１３：３０～１５：００
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コ
ン
セ
ン
ト
は
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
食
器
乾
燥
機
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
電
話
機
、

パ
ソ
コ
ン
、
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど
、

意
外
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
火
災
は
、
た
ま
っ
た
ほ
こ

り
を
定
期
的
に
乾
い
た
布
で
取
り

除
く
だ
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
大
掃
除
の
メ
ニ
ュ
ー

の
１
つ
に
加
え
て
、
火
災
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

�　

－

１
１
１
９

２４

　

プ
ラ
グ
を
差
し

込
ん
だ
ま
ま
の
コ

ン
セ
ン
ト
に
、
た

ま
っ
た
ほ
こ
り
が

湿
気
を
含
む
と
火

災
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
湿
気
で
小
さ
な
火
花

が
発
生
し
、
そ
の
作
用
で
通
常
は

電
気
を
通
さ
な
い
プ
ラ
グ
や
コ
ン

セ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
「
電

気
を
通
す
物
質
」
に
変
質
し
て
、

通
電
し
た
瞬
間
に
激
し
く
火
を
噴

く
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
が
起

こ
る
た
め
で
す
。

　

但
馬
地
域
は
、
湿
度
が
高
く
、

冬
場
は
暖
房
で
壁
が
結
露
し
や
す

い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の

ココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンン
セセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトト
がががががががががががが
燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃
ええええええええええええ
るるるるるるるるるるるる

コ
ン
セ
ン
ト
が
燃
え
る

トトトトトトトトトトトト
ララララララララララララ
ッッッッッッッッッッッッ
キキキキキキキキキキキキ
ンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググ
火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災
にににににににににににに

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
に　

注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意
しししししししししししし
まままままままままままま
しししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううう

注
意
し
ま
し
ょ
う　
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

市内の水道浄水場などは　　　　　
すべての水質検査で　　

　　　　　基準に適合していました

　市では、安全・安心な飲料水を家庭に届けるために、
市内の水道浄水場などで定期的に
水質検査を行っており、その結果
は、すべての検査で基準に適合し
ていました。
　なお、各浄水場などの水質検査
結果は、水道課で閲覧できるほか、
市ホームページに掲載しています
のでご覧ください。

《問合せ》水道課浄水係�２２－５３７９

製造事業所の皆さんへ　　　　　
　　工業統計調査に協力ください

　平成２０年工業統計調査を１２月３１日
現在で行います。
　調査の実施に当たり、１２月下旬か
ら１月にかけて調査員が伺います。
　なお、調査票に記入いただいた内
容は、統計法に基づき秘密が厳守さ
れますので、正確な記入をお願いし
ます。

《問合せ》商工課特産振興係�２３－４４８０

　

ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
、
乳

幼
児
か
ら
大

人
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
に

胃
腸
炎
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

通
常
は
２
〜
３
日
で
回
復
し
ま
す

が
、
ひ
ど
い 
嘔  
吐 
や
下
痢
が
続
い

お
う 

と

た
場
合
、
脱
水
症
状
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

・
調
理
前
、
食
事

前
、
用
便
後
は

石
け
ん
を
使
い
、

十
分
に
時
間
を

か
け
て
（　

秒
３０

以
上
）
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
十
分
に
加
熱
（
中
心
温

度　

度
、１
分
以
上
）し
ま
し
ょ

８５
う
。

・
調
理
器
具
の
消
毒
に
は
、
次
亜

塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
加
熱
が

有
効
で
す
。

・
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
調
理
行
為
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
嘔

吐
物
１
グ
ラ
ム
に
１
万
個
以
上
、

下
痢
便
１
グ
ラ
ム
に
１
億
個
以
上

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
嘔
吐
物
や
下
痢
便
の
適

切
な
処
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
健
康
福
祉
事
務

　

所
食
品
衛
生
課
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－

３
６
６
４
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平成１９年  全国ノロウイルス食中毒 
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ノロウイルス食中毒は 
冬場に多発します！！ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を 

　
　
　
　
　
　
　
予
防
し
よ
う
！！
 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を

　
　

予
防
す
る
た
め
の

「
ポ
イ
ン
ト
」


